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【解題】Ａ､スモール箸社会学の時代

本稿はAlbionW・Small,TheEraofSociology,Ａｍｅｒｉｃａ"ﾉO"γ"αJQ/SocjoJogy,ＶｏＬｌ,No.1,1895.

の巻頭論文の翻訳である。

シカゴ大学は１８９１年に創立された。翌年の１８９２年にシカゴ大学はスモール(AlbionW・Small)を

学部長として，世界最初の社会学部を設立する。1895年７月には，学部の機関紙として，Ａ??zeγjca〃

ﾉ０２ｲｧ"αJQ/SocjoJogy『アメリカ社会学雑誌』が発行される。この書は世界初の社会学の専門雑誌である。

現在も隔月で刊行されている。本誌は１９２０年代まで，アメリカで唯一の社会学雑誌となっていた。本

誌はスモール編集長のもとヘンダーソン（CharlesRHenderson)，タルポット（MarionTalbot）ス

ター（FredericStarr)，ズウェブリン（CharlesZueblinハヴィンセント（GeorgeVincent)，トーマス

(WilliamLThomas)が編集委員となって刊行された。

シカゴ大学の社会学について書かれた論文はおびただしい数にのぼる。しかしその多くは，１９２０年

前後からであり，１９世紀から２０世紀初頭のシカゴ大学の社会学については、あまり触れられることは

ない。スモールについての紹介も学部長としての活動であり，かれの学問についてはおざなりになりが

ちであった｡スモールは学問的にもシカゴの社会学の中心的役割を果たしていたのである。ここで翻訳

した「社会学の時代」は『アメリカ社会学雑誌』の創刊号にスモールが編集長として，寄せた巻頭論文

であるに,本論文はスモールの学問的立場を明らかにするとともに，設立当初のシカゴの社会学部にみな

ぎっていた雰囲気を伝える貴重なものであろう。当時の社会学者は強くキリスト教を背負っていた。

写真の「アメリカ社会学雑誌」の創刊号に写っている“星氏の印”とは星亨の蔵書であることを表し

ている。星享は大変な蔵書家であった。政治家が社会学の専門雑誌を所蔵していたのは，今ではとても

考えられないこととなっている。なお，『アメリカ社会学雑誌』については，鎌田大資「ＡＪＳから見たシ

カゴ学派社会学者」宝月誠・中野正大編「シカゴ社会学の研究」（恒星社厚生閣1997年）の研究論文

があるので，ぜひ参照されたい。また，ＫｅｎＰｌｕｍｍｅｒ(ed),Ｔ/ｚｅＣ/zicagoScﾉZoo/,Routledge,ＶＯＬ1-4,

1997.はシカゴ学派の社会学について代表的な研究論文を編集したものである。
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